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愛臨技総務部門の業務を紹介します
総務部門担当副会長

夏目　久美子

去る令和2年6月14日に開催された定時総会および理事会において、令和
2・3年度総務担当副会長を拝命いたしました、岡崎市民病院の夏目です。2
年間よろしくお願い致します。

総務部門には庶務部と会計部があり、担当副会長、庶務部長、庶務担当
理事2名、会計部長の5名で会務を行っています。公益社団法人としての運
営基礎確立のための規程の整備、年1回の定時総会の開催と毎月1回の理事
会の運営、各部門から出される文書の管理、事務所・事務備品・事務職員
の管理、財政基盤の整備と適正な会計監査の実施、長期的な財務計画の立
案を行って、愛知県や各種医療関連団体との連携をしながら活動をしてい
る部門です。しかしながら、収支決算や法人登記に関してはかなり専門的
な内容であり、公認会計士や司法書士のご指導を受けながら、業務を遂行
しております。

令和2年度は、役員改選と法人登記が年度当初の一番大きな事業でしたが、
既に役員改選は定時総会にて行われ、登記も無事完了して新体制が始まっ
ています。事業目標としての事務職員の確保につきましては、7月から新し
い職員を迎えることができています。今後は、愛臨技創立70周年記念誌の
作成、事務所移転や会費の見直しに向け、他の部門と協力して事業を進め
てまいります。

さて、総務部門は、他部門の事業が円滑に執行できるよう「愛臨技組織体
制の継続にとって必要不可欠な業務のすべて」という非常に広範囲な業務を
行っているわけですが、具体的には、①メールチェック・転送、②郵便物
発送・分別、③文書発行・発送（講師依頼状・講師礼状・委嘱状・承諾書な
ど）、④出納管理（現金出納・銀行での出入金）、⑤会計管理（システム入力）、
⑥公印管理、⑦会員入退会管理（日臨技事務権限）、⑧理事会開催準備、⑨
事務所備品管理、⑩事務所入退室管理、⑪その他、総務部門諸々の事務作業、
などがあります。われわれ総務部門役員も職場業務がある身であり、事務
作業の実働は愛臨技事務所の事務職員4名が毎日2名体制で対応しています。

昨年度末から現在まで、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、様々な
行事が中止や延期となり、慣れないリモートで会議を行うようになってま
いりました。今後は、with コロナ時代に合わせた技師会活動が展開できる
よう、新たな取り組み方を検討していきます。

会員、賛助会員の皆様方の絶大なるご支援とご協力をいただきますよう
よろしくお願い申し上げます。2020年8月6日現在　正会員数　3,500名



7月2日早朝に元愛臨技会長で元名古屋大学病院技師長の中根清司先生が逝去されました。
中根先生とは、私が昭和53年4月に名大病院に入職して以来の付き合いであり、中根先生には臨床検査技

師として一から指導をしていただきました。日常業務はもとより実験の指導、特にコンティニアスフロー方
式を用いた自動分析装置による測定系の組み方や、最適条件となるカム（サンプルと水の吸引比率）の選択な
ど、事細かに教えていただきました。学会前にはスライドの作製の仕方から原稿の校正と、私の初めての中
部学会での発表では、前日の夕食（ビールを飲みながら）の後に原稿の最終校正が終わり、発表準備をしたこ
とを今でも鮮明に覚えています。

平成元年に中根先生から技師会理事として私の手伝いをしてくれないかと声をかけていただき、4月より
愛臨技理事を務めることになりました。

中根先生は昭和59年度より愛臨技副会長を2年間務められ、昭和61年度から9年間会長を務められており
ます。私も同じ職場であったこともあり、すぐそばでその活動を見ておりました。昭和62年と平成5年に2
度中部学会の学会長を務められ、一番の大きな事業としては、愛臨技が昭和62年に愛知県知事から社団法
人としての認可をいただけたことだと思います。

愛臨技の法人格取得の活動は、昭和56年の早田繁雄会長にさかのぼり、その後、昭和59年から舟橋冨次
雄会長、昭和61年から中根会長と引き継がれ、６年間の歳月がかかっております。中根先生は、副会長時
代より法人化取得のため愛知県との折衝を重ね、会長時代には森芳夫副会長、伊藤秀郎庶務部長とともに何
十回と愛知県庁に足を運び、法人格取得がやっと叶ったと記憶しております。中根先生は、技師会活動以外
にも日本臨床化学会での標準化活動や、生物試料分析科学会の立ち上げ、関西地区と中部地区の交流となっ
た「臨床化学のつどい」の世話人など、多くの学術活動も行っておりました。私もその活動の一員として加え
ていただけたことが今日につながったものと大変感謝しております。その中でも「臨床化学のつどい」のため
の中京病院での勉強会（MSC 会 ;Medical Science Circle）での旅行や、臨床化学会夏期セミナーなどは大
変楽しい思い出として残っております。

中根先生は社団法人愛知県臨床衛生検査技師会の生みの親でもあり、私にとっては父親のような存在で温
かくご指導いただけたことが、私の誇りであり、思い出です。

天国では、昔の臨床化学の仲間である影山信雄先生（中京病院技師長）、深津俊明先生（掖済会病院検査部
長）、毛利秀彦さん・風岡健治さん（掖済会病院）たちと、楽しく臨床化学談義をしていることと思います。我々、
愛臨技の仲間をいつまでも見守っていてください。これまでのご厚誼に感謝いたしますとともにご冥福を心
よりお祈り申し上げます。

合掌

中根清司先生を偲んで
中部大学生命健康科学部

松本　祐之
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この度の新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和2年7月5日開催予定であった第20回愛
知県医学検査学会を、令和3年度へ開催を延期する案内をいたしましたが、現在の新型コロナウイ
ルスの感染状況の収束が見通せないことから、開催方法を見直し、現地会場での開催は行わず、一
部の企画を中止または縮小し、抄録集での誌上開催および Web での学会を下記要領にて今年度中
に実施することといたしました。

国内においても多くの学会や研修会が延期もしくは中止となり、今後も従来の形式で開催するこ
とが不確実な状況のなか、最近では、種々の Web 会議システムが用いられ始め、その有用性も認
識されつつあります。

この時節にあたり事態の収束を祈りながら待つより、今後定着するであろう Web 学会を、皆様
とともに作り上げ、愛臨技としての第一歩としていきたいと思います。

度重なる開催日程の変更で、会員の皆様にはご迷惑をおかけし誠に申し訳ありませんがご理解と
ご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

また、一般演題の発表者、および協賛いただきました企業様へは、詳細を別途ご案内させていた
だきます。

愛臨技創立70周年記念
第20回愛知県医学検査学会の
開催方法変更について

会員および賛助会員各位
公益社団法人愛知県臨床検査技師会

　　　会　長　中根　生弥　
第20回愛知県医学検査学会

学会長　中井　美千代
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地 区 だ よ り

当院は2011年に名古屋市立西部医療センター城
北病院を母体に、現在の場所へ病床数500床、33
の診療科を持つ急性期総合病院として生まれかわり
ました。「地域がん診療連携拠点病院」「がんゲノム医
療連携病院」「地域災害拠点病院」、ＷＨＯ・ユニセ
フより「BFH(Baby-Friendly-Hospital)」の認定を
受け、がん医療と小児・周産期医療を大きな柱とし、
災害医療にも力を入れています。がん医療は陽子線
治療センター・消化器腫瘍センター・内視鏡セン
ター・呼吸器腫瘍センター・脳腫瘍センターなどを
中心に多くの手術・化学療法・放射線治療（陽子線
治療を含む）を行っており、2020年4月よりがんゲ
ノム医療も開始されました。小児・周産期医療はハ
イリスク分娩や胎児・新生児の疾患に常時対応して
います。ハイリスクを含む分娩は年間1,200件以上
あり、新生児医療に特化した NICU・GCU が設置
されています。また当院は災害医療に対応できるよ
う屋上にヘリポートをもち建物全体は免震構造を備
えています。当中央検査科においても日本 DMAT
や愛知 DMAT メンバーへ加わり、災害医療の体制
を整えています。

当院は名古屋市の保健・医
療・福祉の総合的エリア「クオ
リティライフ21城北」の中心的
施設であり、同敷地内には全国
に23ヶ所ある粒子線がん治療
施設の一つである「名古屋市陽
子線治療センター」、重症心身
障害児者の地域生活拠点である

「名古屋市重症心身障害児者施
設ティンクル名古屋」、市民の
健康づくりの場であり芝生公園
やウォーキングコースがある

「ウェルネスガーデン」がありま
す。当院4階には患者さんの癒
しの場として緑ゆたかな屋上庭
園が設置され、すぐ隣には広大
な志賀公園があり朝夕を問わず

散歩や運動している人達で賑わっています。職員の
中には、健康づくりやストレス発散を目的に休憩時
にウェルネスガーデンや志賀公園へ出かけウォーキ
ングを楽しんでいる人もいるようです。

当中央検査科は22名の臨床検査技師が在籍して
います。開院から9年が経ち各検査機器の更新や現
状に適したシステムの見直しやチーム医療として
NST や ICT などにも力を入れています。併せて検
査技術や知識の向上を目指し超音波検査士や細胞検
査士などといった様々な認定資格の取得に取り組ん
でいます。しかし、今年は新型コロナウイルスの影
響で様々な活動自粛を強いられ資格試験も延期され
ており、臨床検査技師として今後チーム医療や市民・
地域にどのように貢献していくか、今まで以上に深
く思いを巡らせています。

新型コロナウイルスの猛威はまだまだ終わりが見
えません。「気軽に当院へ」とは申し上げられない状
況ですが機会がございましたら是非当院へも足をお
運びください。

尾張北地区
愛称は「じょうほく」 名古屋市立西部医療センター　中央検査科　尾関　一輝

名古屋市重症心身障害児者施設ティンクル名古屋

西部医療センター 名古屋市陽子線治療センター

ウェルネスガーデン
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基礎教科：20点

日　　時：令和2年10月7日㈬　18：30～19：30

場　　所：安城更生病院　2階　講堂

テ － マ：	『 エ ビ デ ン ス で は 教 え て く れ な い
CDK4/6阻害剤 PD 後のエリブリン
の使い方』

講　　師：広島市立広島市民病院　乳腺外科
主任部長 兼 ブレストケアセンター長

大谷　彰一郎

司　　会：安城更生病院　乳腺外科
乳腺外科代表部長　雨宮　　剛

参 加 費：無料

内　　容：	当院は地域がん診療連携拠点病院とし
て、がん治療の三大療法である手術療
法、放射線治療、化学療法に力を入れ
ています。

今回の西三河がんフォーラムは、乳
癌薬物療法について広島市立広島市民
病院の大谷彰一郎主任部長より講演さ
せていただき、西三河地区のがん診療
に従事する医療者と共に乳癌薬物療法
について学びます。

ただし、新型コロナウイルス感染症
の拡大状況によっては急遽開催を変更
する可能性があります。開催変更があ
る場合には、安城更生病院のホーム
ページのお知らせにてご案内させてい
ただきますので、お出かけ前にご確認
ください。

専門教科：20点（レポート提出者に限る）　

日　　時：2020年10月3日㈯から10月16日㈮

募　　集：2020年9月1日㈫　9：00開始

場　　所：Web 配信

テ ー マ：ここまで分かった新型コロナウイルス
－感染拡大に備えて私たちが知っておくべきこと－

講 演 １：新型コロナウイルス検査の現状
－研究班班員施設の

アンケート結果分析－
名古屋掖済会病院　市川　佳保里

講 演 ２：新型コロナウイルスの検査について
－今、知っておきたい

SARS-CoV-2検査の要点－
愛知医科大学病院　坂梨　大輔

講 演 ３：新型コロナウイルス院内アウトブレイ
クから学ぶ
－院内発生からLAMP法導入までの道のり－

碧南市民病院　太田　晃成
講 演 ４：新型コロナウイルス院内アウトブレイ

クから学ぶ
－PCRを活用したアウトブレイク対応－

名古屋第二赤十字病院　原　祐樹

司　　会：小牧市民病院　西尾　美津留

内　　容：新型コロナウイルスが首都圏を中心に再
拡大の兆候を見せており、愛知県におい
ても患者が急増しています。さらなる感
染拡大に備えて私たち臨床検査技師が
知っておくべき知識を共有します。

愛知県内における感染拡大を鑑みて、
Web 配信にて実施します。詳細は微生
物研究班の HP をご参照ください。

愛知県臨床検査技師会
生涯教育認定登録団体研究会のご案内

令和2年度　第1回
西三河がんフォーラム

【暫定処置開催】 研究会
【微生物検査研究班】
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AiCCLS
愛知県臨床検査

標準化協議会

通 信
（第68回）

愛知県臨床検査標準化協議会（Aichi Committee for Clinical Laboratory Standardization：
AiCCLS）は、愛知県下の医療施設への臨床検査標準化の啓発活動を軸とした質の高い検査結果の共
有維持を目的として、活動しています。

今回は、新しく発刊された刊行物、細胞診アトラス　呼吸器シリーズから（19）と（20）についてご
紹介いたします。
これから細胞診を学ぶ若者から経験を積んだベテランまで幅広く活用できるように編集し、細胞画
像を多数取り入れ、とても見やすくまとめられていますので、是非ご活用ください。

詳しい内容、購入方法については、愛知県臨床衛生検査技師会HPの、臨床検査標準化情報でご覧
ください。

（AiCCLS：愛知県臨床検査標準化協議会）
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